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広
報

　高校3年生の最後の舞台となる「202 
0夏季千葉県高等学校野球大会」。成田
高校の選手たちは一投一打にこれまで
の思いを込め、熱い夏を戦い抜きまし
た。（8月5日・大谷津運動公園野球場で）

その一打に思いを込めて



一
人
一
人
が
災
害
へ
の
対
策
を

令和元年に発生した房総半島台風や東日本台風、10月25日の
大雨は、市内に大きな被害をもたらしました。全国的にもゲリ
ラ豪雨などの災害件数が増加している中、一人一人が災害への
認識を深め、防災対策を見直すことが必要になっています。

9
月
1
日
は
防
災
の
日

日
常
か
ら
の
備
え
を

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
迅
速
・
安
全
に
避
難
す

る
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
水
・
食
料
・
常
備
薬（
各
3
日
分
）、

懐
中
電
灯
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体

温
計
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
歩

き
や
す
い
靴
な
ど
を
備
え
る

◦
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
を
確
認
す
る

◦
家
族
と
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
の

方
法
や
集
合
場
所
を
話
し
合
う

◦
帰
宅
経
路
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
位
置
を

確
認
す
る

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

親
戚
宅
な
ど
へ
の
避
難
も
検
討

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

指
定
の
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
安
全
な

場
所
に
住
ん
で
い
る
親
戚
や
友
人
宅
な

ど
へ
の
避
難
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認

　
自
宅
が
災
害
危
険
区
域
に
当
た
る
か

ど
う
か
を
、
な
り
た
地
図
情
報（https: 

//w
w
w
2.w
agm
ap.jp/narita

）に

あ
る
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
で
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
下
記
の

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

避
難
所
の
場
所
と
種
類

　
市
が
指
定
す
る
避
難
先
に
は
「
指
定

緊
急
避
難
場
所
」「
指
定
避
難
所
」「
早
期

開
設
避
難
所
」
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。

指
定
緊
急
避
難
場
所

　
災
害
の
危
険
か
ら
避
難
し
、
一
時
的

に
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
場
所
で
、

主
に
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に

設
置
さ
れ
ま
す
。災
害
の
種
類
別（
洪
水
・

地
震
・
大
規
模
な
火
事
な
ど
）に
指
定

し
て
い
ま
す
。

指
定
避
難
所

　
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で
避

難
す
る
場
合
や
、
自
宅
が
被
災
し
て
戻

れ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
滞
在
す
る

た
め
の
施
設
で
、
主
に
小
中
学
校
の
体

育
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
対
象
に

な
る
の
は
次
の
よ
う
な
人
で
す
。

◦
災
害
で
住
居
を
失
っ
た
人

◦
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
に
よ
り
自
宅

で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
な
人

◦
避
難
勧
告
に
よ
り
緊
急
避
難
の
必
要

が
あ
る
人

早
期
開
設
避
難
所

　
災
害
な
ど
の
警
戒
時
に
、
避
難
を
希

望
す
る
人
が
一
時
的
に
滞
在
す
る
施
設

と
し
て
、
地
区
ご
と
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

開
設
す
る
施
設
一
覧

◦
成
田
地
区
…
成
田
小
学
校

◦
公
津
地
区
…
公
津
小
学
校

◦
八
生
地
区
…
八
生
小
学
校

◦
中
郷
地
区
…
中
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館

◦
久
住
地
区
…
久
住
体
育
館

◦
豊
住
地
区
…
豊
住
ふ
れ
あ
い
健
康
館

◦
遠
山
地
区
…
三
里
塚
小
学
校

◦
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
…
中
央
公
民
館

◦
下
総
地
区
…
下
総
み
ど
り
学
園

◦
大
栄
地
区
…
大
栄
公
民
館

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

　
災
害
発
生
直
後
は
、
公
的
機
関
の
対

応（
公
助
）に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る（
自
助
）と
い
う

考
え
方
に
加
え
、
地
域
住
民
同
士
で
防

災
活
動
に
取
り
組
む（
共
助
）こ
と
に

よ
っ
て
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
市
で
は
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
自

分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
る

「
自
主
防
災
組
織
」
の
結
成
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

暴風による倒木で電線が切断（房総半島台風）
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現
在
、
市
内
で
は
、
区
・
自
治
会
・

町
内
会
な
ど
を
単
位
と
し
た
1
3
3
の

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
日
頃
か

ら
避
難
訓
練
や
救
出
訓
練
な
ど
の
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
結

成
し
て
い
な
い
自
治
会
な
ど
は
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
避
難
行
動

震
災

　
地
震
発
生
時
に
は
次
の
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◦
家
具
類
か
ら
離
れ
た
り
、
机
の
下
に

隠
れ
た
り
し
て
身
を
守
る

◦
激
し
い
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
台
所

や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
元
を
確
認
す

る
。
避
難
す
る
と
き
は
、
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
じ

る
◦
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
が
安
全
な
場

合
は
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る

◦
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
家
族

の
安
否
を
確
か
め
る

◦
交
通
・
被
害
情
報
な
ど
を
入
手
す
る

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公

共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を

始
め
る
と
、
火
災
や
落
下
物
な
ど
に
よ

り
負
傷
す
る
危
険
が
あ
る
ほ
か
、
救
助
・

救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
、
む
や
み
に

移
動
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害

　
崖
崩
れ
に
よ
る
土
砂
は
、
斜
面
の
高

さ
の
2
倍
ま
た
は
50
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

距
離
ま
で
届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
前
兆
を
発
見
し
た
ら
、

崖
か
ら
離
れ
、
危
機
管
理
課（
☎
20
‐
1� 

5
2�

3
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
普
段
澄
ん
で
い
る
湧
き
水
が
濁
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

　
県
と
気
象
庁
で
は
、
大
雨
で
土
砂
災

害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
場
合
に
、
土

砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

特
に
崖
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
直
ち
に
避

難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

浸
水
害

　
浸
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
急

な
雨
や
浸
水
、
夜
間
で
避
難
す
る
こ
と

が
危
険
な
場
合
に
は
、
自
宅
の
2
階
な

ど
の
高
い
と
こ
ろ
へ
緊
急
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

災
害
時
の
情
報
収
集

　
市
で
は
、
防
災
・
災
害
に
関
す
る
情

報
を
次
の
方
法
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

　
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
市

内
1
4
9
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
は
、
気
象
条
件
や
生

活
環
境
な
ど
に
よ
り
聞
き
取
り
に
く
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
聞
き
逃
し
た

と
き
は
、
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス（
1
0
1
2
0
‐
38
‐
3
8
9
8
）

や
、
防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー（https:// 

tw
itter.com

/bousai_narita

）で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
外
出
先
な
ど
で
も
情
報
を
入
手
で
き
、

重
要
な
情
報
の
見
逃
し
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
情
報（
選
択
可
）＝
防
災
情

報
、
大
気
に
関
す
る
情
報
、
消
防
情

報
、
防
犯
・
安
全
情
報
、
防
災
行
政

無
線
の
配
信
内
容

登
録
方
法

　
下
記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
「
な
り
た

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
」
登
録
用
ア
ド
レ

ス（info-n@
sg-m

.
jp

）に
直
接
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
返

信
さ
れ
る
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
、
迷

惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定
が
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。「sg-m

.jp
」
ド

メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
よ

う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

　水害・土砂災害などの危険が
ある場所にいる高齢者や障がい
のある人、乳幼児などとその支
援者は避難を開始する。そのほ
かの人は避難準備を行う。

　すでに市内で洪水などの水害
が発生しているため、命を守る
最善の行動を取る。

警戒レベルを確認して
　水害・土砂災害時に皆さんが適切な行動を取れるよう、防災行政無線などで配信する防災情報は5段階の警戒レベ
ルで発令されます。警戒レベル3以上が発令されたら、対象の地域に住んでいる人は避難行動を開始しましょう。

警戒レベル 3 警戒レベル 4 警戒レベル 5
　水害・土砂災害などの危険が
ある場所にいる全員が避難所な
どの安全な場所に避難する。移
動が危険な場合は自宅の上階な
どのより安全な場所へ避難する。
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生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

現
在
、
市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約
3
万
6
0
0
人
。
多
く
の

人
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
も
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
市
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し

ま
す
。

認
知
症
か
も
？

不
安
に
な
っ
た
ら

も
の
忘
れ
相
談（
予
約
制
）

　
認
知
症
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
症
状

を
軽
く
し
た
り
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
専
門
医
が
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
9
月
17
日
㈭
、
10
月
13
日
㈫ 

午
後
1
時
30
分
か
ら（
1
組
当
た
り

30
分
）

会
場
＝
福
祉
部
相
談
室（
市
役
所
議
会

棟
1
階
）

内
容
＝
精
神
科
医
に
よ
る
個
別
相
談
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど

対
象
＝
物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
、
認
知

症
の
不
安
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な

ど

定
員
＝
各
3
人（
先
着
順
）

相
談
料
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
＝
介
護
保
険
課（
☎
20
‐ 

1
5
4
5
）へ

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

　
法
定
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要
と
思

わ
れ
、
申
し
立
て
を
行
う
親
族
が
い
な

い
人
を
対
象
に
、
申
し
立
て
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
必
要
な
費
用
や

後
見
人
な
ど
の
報
酬
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

徘は
い
徊か

い
高
齢
者
等
早
期
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー

　
認
知
症
な
ど
に
よ
る
行
方
不
明
者
の

早
期
発
見
や
身
元
確
認
の
た
め
、
行
方

不
明
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
個
人
情

報
を
登
録
し
、
履
物
の
爪
先
・
か
か
と

に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
ま
す
。

利
用
料
は
無
料
で
す
。

徘
徊
高
齢
者
等
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス

　
徘
徊
す
る
高
齢
者
な
ど
の
居
場
所
を

早
期
に
発
見
で
き
る
、
衛
星
回
線（
G 

P
S
）を
利
用
し
た
機
器
を
貸
し
出
し

ま
す
。

対
象
＝
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

基
本
料（
1
カ
月
当
た
り
）＝
5
5
0
円

位
置
情
報
提
供
料（
1
回
当
た
り
）

◦
電
話
照
会
…
2
2
0
円

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
照
会
…
月
2
回
ま

で
は
無
料
。
そ
れ
以
降
は
1
1
0
円

現
場
急
行
料（
1
回
当
た
り
）＝
1
万
1
、

0
0
0
円

暮
ら
し
を
見
守
り
ま
す

独
居
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

　
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
週
1
回
以
上

利
用
し
て
い
な
い
人
に
、
2
週
間
に
1

回
乳
酸
菌
飲
料
を
届
け
る
、
ま
た
は
毎

日
定
時
に
自
動
音
声
に
よ
る
電
話
連
絡

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
孤
独
感
の
解
消

と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。
利
用
料
は

無
料
で
す
。

独
居
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
訪
問
等
サ
ー
ビ

ス
　
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
人
を
対

象
に
、
地
区
の
民
生
委
員
な
ど
が
毎
月

1
回
の
訪
問
な
ど
を
行
い
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
安
否
確

認
を
し
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。
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配
食
サ
ー
ビ
ス

　
自
分
で
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

届
け
、
安
否
確
認
を
し
ま
す（
1
月
1

日
〜
3
日
を
除
く
毎
日
の
昼
食
）。

対
象
＝
週
1
日
以
上
利
用
す
る
、
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
世
帯（
日
中
高
齢
者
の
み

と
な
る
世
帯
を
含
む
）

利
用
料（
1
食
当
た
り
）＝
3
0
0
円

緊
急
通
報
装
置

　
自
宅
で
の
急
病
や
事
故
の
際
、
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
、
近
所
へ
の
連
絡
や

救
急
車
の
手
配
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
＝
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
世
帯（
日
中
高
齢
者
の
み

と
な
る
世
帯
を
含
む
）

利
用
料（
1
カ
月
当
た
り
）＝
市
民
税
所

得
割
非
課
税
世
帯
は
無
料
。
課
税
世

帯
は
1
、
1
0
0
円（
オ
プ
シ
ョ
ン
で

安
否
確
認
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
場

合
は
1
、
2
6
5
円
）

手
当
や
助
成

福
祉
手
当

　
在
宅
で
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま
た

は
重
度
の
認
知
症
の
人
を
対
象
に
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

　
①
②
は
併
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

高
齢
者
の
市
民
税
所
得
割
額
が
16
万
円

以
上
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
ね
た
き
り
高
齢
者
福
祉
手
当

対
象
＝
寝
た
き
り
で
日
常
生
活
に
介
助

を
要
す
る
状
態
が
6
カ
月
以
上
続
い

て
い
る
人

支
給
額
＝
月
額
1
万
3
、
0
0
0
円

②
重
度
認
知
症
高
齢
者
介
護
手
当

対
象
＝
重
度
の
認
知
症
に
よ
り
日
常
生

活
を
営
む
た
め
に
常
時
介
護
を
要
す

る
状
態
が
6
カ
月
以
上
続
い
て
い
る

人
の
介
護
者

支
給
額
＝
月
額
1
万
3
、
0
0
0
円

③
高
齢
者
及
び
障
害
者
介
護
者
手
当

対
象
＝
①
ま
た
は
②
の
対
象
者
で
3
年

以
上
市
内
に
居
住
し
、
家
族
な
ど
に

よ
る
介
護
を
受
け
て
い
る
人

支
給
額
＝
月
額
1
万
2
、
0
0
0
円

住
宅
改
造
費
の
助
成

　
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
住
宅
改
修

に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
か
ら
上
限
20

万
円
で
、
費
用
の
7
〜
9
割
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
そ
れ
を
上
回
る
部
分
は
住
宅
改
造
費

と
し
て
市
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
工
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な

る
の
で
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

助
成
限
度
額
＝
市
民
税
所
得
割
非
課
税

世
帯
は
50
万
円
、
課
税
世
帯
は
26
万

6
、
0
0
0
円（
助
成
率
は
助
成
対
象

と
な
る
工
事
額
の
3
分
の
2
）

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
設
利

用
の
助
成

　
市
に
登
録
し
て
い
る
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
設
で
の
施
術
料
金

を
助
成
す
る
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
在
住
で
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
昭
和
36
年
3
月
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

助
成
額
＝
1
枚
1
、
0
0
0
円
分（
1

カ
月
当
た
り
2
枚
を
交
付
、
1
回
の

施
術
で
1
枚
ま
で
利
用
可
）

利
用
方
法
＝
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
施
設
で
施
術
を
受
け
る
と
き
に
券

を
渡
す

そ
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス

移
送
サ
ー
ビ
ス

　
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
、
公
的
機
関

な
ど
へ
の
移
動
に
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
す
る
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
在
宅
で
一
人
で
の
外
出
が
困
難

な
人
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
ま
た
は
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人

登
録
料
＝
2
、
4
0
0
円（
4
〜
9
月

に
申
し
込
ん
だ
人
）、
1
、
2
0
0
円

（
10
〜
3
月
に
申
し
込
ん
だ
人
）

利
用
料

◦
市
内
…
5
0
0
円

◦
富
里
市
、
酒
々
井
町
、
栄
町
、
印
西

市
、
芝
山
町
、
香
取
市
、
佐
倉
市
、

八
街
市
、
神
崎
町
、
多
古
町
…
7�

0 

0
円（
本
市
か
ら
車
両
走
行
距
離
が

2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
合
は
5 

0�

0
円
）

◦
そ
の
ほ
か（
利
用
者
の
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
）

…
1
、
5
0
0
円

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

　
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
で
、
介
助
な

し
で
車
両
の
乗
り
降
り
が
で
き
る
人
を

対
象
と
し
た
乗
り
合
い
型
の
交
通
機
関

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
自
宅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
乗

降
場
を
設
け
、
目
的
地
の
乗
降
場
ま
で

運
行
し
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
事
前
に

登
録
が
必
要
で
す
。

運
行
日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
） 

午
前
7
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分

料
金（
1
人
1
回
当
た
り
）＝
5
0
0
円

（
月
8
回
ま
で
）

利
用
方
法
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）の
午
前
8
時
〜
午

後
5
時
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
専

用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
24
‐
0
0
8
0
）へ
。

利
用
す
る
日
の
7
日
前
か
ら
乗
車
を

希
望
す
る
30
分
前
ま
で
に
申
し
込
む

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置

対
象
＝
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
世
帯
で
、
取
り
付
け
る
住

宅
の
所
有
者
、
ま
た
は
所
有
者
の
承

諾
を
受
け
た
人

設
置
料
＝
無
料（
市
民
税
所
得
割
課
税

世
帯
は
2
、
7
5
0
円
）

紙
お
む
つ
の
給
付

　
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
な
ど
の
人

（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）に
紙
お
む
つ
を

無
料
で
宅
配
し
ま
す
。

寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　
寝
具
を
自
然
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
な
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
人
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、

専
門
業
者
が
自
宅
を
訪
問
し
、
寝
具
の

乾
燥
を
無
料
で
行
い
ま
す（
利
用
は
月

1
回
ま
で
）。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐ 

1
5
3
7
）へ
。
も
の
忘
れ
相
談
に

つ
い
て
は
介
護
保
険
課（
☎
20
‐
1 

5
4
5
）、
独
居
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

訪
問
等
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
成
田

市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
27
‐
7�

7 

5�

5
）、
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
☎
27
‐ 

8
0
1
0
）へ
。

緊急通報装置

広報なりた 2020.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です5



素
早
い
応
急
手
当
て
が

生
死
を
分
け
る

　
大
切
な
人
が
突
然
、
目
の
前
で
倒
れ

た
と
き
、
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

　
傷
病
者
に
何
も
応
急
手
当
て
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
呼
吸
停
止
か
ら
10

分
で
生
存
率
は
10
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
成
田
市
で
は
救
急
車
の
到
着
ま
で
に

平
均
約
10
分
、
震
災
や
大
規
模
な
災
害

発
生
時
は
、
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
救
急
車
が
到
着
す

る
前
に
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
ど

れ
だ
け
早
く
応
急
手
当
て
を
行
え
る
か

が
、
傷
病
者
の
救
命
や
社
会
復
帰
も
含

め
た
今
後
の
人
生
を
大
き
く
左
右
し
ま

す
。心

肺
蘇
生
法
を

確
認
し
て
お
こ
う

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
心
肺
蘇

生
や
A
E
D
の
操
作
方
法
な
ど
を
身
に

付
け
て
も
ら
う
た
め
、
定
期
的
に
普
通

救
命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
A
E
D
は
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
正

常
に
動
か
な
く
な
っ
た
心
臓
に
、
必
要

に
応
じ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
元
の

正
常
な
動
き
に
戻
す
た
め
の
治
療
機
器

で
す
。
心
電
図
の
解
析
や
電
気
シ
ョ
ッ

ク
が
必
要
か
の
判
断
を
機
器
が
自
動
で

行
う
た
め
、
医
師
以
外
の
人
で
も
操
作

で
き
ま
す
。

　
今
後
の
講
習
会
の
開
催
日
程
に
つ
い

て
は
、
広
報
な
り
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
の
心
肺
蘇
生
法
の
手
順

は
通
常
の
方
法
と
は
異
な
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を

踏
ま
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https:// 

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/ansh 

in/page0156_00022.htm
l

）で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
利
用
は

緊
急
時
の
み

　
令
和
元
年
の
救
急
車
の
出
動
件
数
は

7
、
4
9
9
件
で
、
こ
の
う
ち
救
急
搬

送
し
た
6
、
5
3
8
人
の
約
半
数
は
、

入
院
の
必
要
が
な
い
軽
症
で
し
た
。

　
緊
急
性
が
な
い
状
況
で
救
急
車
が
要

請
さ
れ
た
場
合
、
本
当
に
必
要
と
す
る

傷
病
者
の
元
へ
遠
く
の
消
防
署
か
ら
救

急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
到
着

が
遅
れ
て
救
え
る
は
ず
の
命
が
救
え
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
病
状
や
け
が
の
状
況
か
ら
、
急
い
で

病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
方
が
良
い
と

思
っ
た
と
き
に
は
、
迷
わ
ず
1
1
9
番

通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
緊

急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場

合
に
は
、
救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
し

て
い
る
人
の
た
め
に
、
自
家
用
車
や
公

共
交
通
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

1
1
9
番
通
報
を
す
る
と
き
は

　
次
の
こ
と
を
、
慌
て
ず
、
落
ち
着
い

て
、
は
っ
き
り
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◦
住
所（
市
区
町
村
名
か
ら
）

◦
年
齢
・
性
別

◦
け
が
や
病
気
、
意
識
の
有
無

◦
既
往
症
・
か
か
り
つ
け
医
療
機
関

◦
通
報
者
の
氏
名
・
電
話
番
号

※
く
わ
し
く
は
警
防
課（
☎
20
‐
1�

5 

9�

2
）へ
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

9
月
9
日
㈬
は
救
急
の
日
、
9
月
6
日
㈰
〜
12
日
㈯
は
救
急
医
療
週

間
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
処
法
を
理
解
し
、
一

人
で
も
多
く
の
命
を
救
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間

少しでも早く駆け付ける
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つ
ら
い
時
は
相
談
し
よ
う

9
月
10
日
㈭
〜
16
日
㈬
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。自
殺
者
の
多
く
は
、

深
刻
な
う
つ
状
態
に
陥
り
、
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
も
う
だ
め
だ
と
考
え
て
し
ま
う
前
に
、
誰
か
に
助
け

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

自
殺
予
防
週
間

  

多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る

　
国
の
統
計
に
よ
る
と
、
令
和
元
年
度

の
全
国
の
自
殺
者
数
は
2
万
1
6
9
人
。

平
成
22
年
以
降
毎
年
減
少
し
て
お
り
、

統
計
を
開
始
し
た
昭
和
53
年
以
降
で
最

も
少
な
い
人
数
と
な
り
ま
し
た
が
、
い

ま
だ
多
く
の
命
が
自
ら
断
た
れ
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
毎
年
20
人
前
後
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
は
健
康
の
問
題
や
経
済

的
な
問
題
、
家
庭
・
職
場
で
の
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自
殺
者
の
多
く
は

自
分
で
は
解
決
で
き
な
い
悩
み
を
抱
え

て
う
つ
状
態
に
陥
り
、
正
し
い
判
断
が

で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

心
の
健
康
状
態
を

  

確
認
し
よ
う

　
う
つ
状
態
に
陥
る
要
因
と
し
て
、
ス

ト
レ
ス
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

は
、
外
部
か
ら
刺
激
を
受
け
た
と
き
に

生
じ
る
緊
張
状
態
の
こ
と
で
す
。
就
職

や
結
婚
・
出
産
と
い
っ
た
喜
ば
し
い
出

来
事
も
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
一
時
的
に
体
調

を
崩
し
た
り
、
気
持
ち
が
不
安
定
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る

こ
と
で
す
。

　
つ
ら
く
て
食
欲
が
な
い
、
気
持
ち
が

落
ち
着
か
ず
眠
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

す
ぐ
に
心
の
病
気
を
疑
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
サ
イ
ン
が
出
て

い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

ス
ト
レ
ス
が
続
く
と
、
や
が
て
心
と
体

が
悲
鳴
を
上
げ
て
、
本
当
に
病
気
に
か

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
心
の
病
気
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
つ
ら
い
気
持
ち
が
続
い

て
い
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
、
早
め
に
周

囲
の
人
や
精
神
科
・
心
療
内
科
な
ど
の

医
療
機
関
、
相
談
機
関
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

  

勇
気
を
出
し
て

  

ま
ず
は
相
談
を

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

　
精
神
科
医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩

み
や
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
保
健
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（
18
ペ
ー
ジ
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

会
場
＝
保
健
福
祉
館

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
現
在
、
専
門
の

医
療
機
関
で
治
療
中
で
な
い
人
ま
た

は
そ
の
家
族

申
し
込
み
方
法
＝
相
談
日
の
前
日
ま
で

に
健
康
増
進
課（
☎
27
‐
1
1
1
1
）

へ
健
康
増
進
課

　
保
健
師
に
よ
る
電
話
相
談
で
す
。
希

望
に
よ
り
、
面
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

電
話
番
号
＝
27
‐
1
1
1
1

市
民
生
活
相
談（
予
約
制
）

　
専
門
の
相
談
員
が
、
日
常
生
活
の
中

の
悩
み
や
困
り
事
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
相
談
室

（
11
ペ
ー
ジ
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

会
場
＝
市
民
相
談
室（
市
役
所
2
階
）

電
話
番
号
＝
20
‐
1
5
0
7

成
田
市
医
療
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　
健
康
・
医
療
・
介
護
・
育
児
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
っ

た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
電
話
相
談
で
す
。

日
時
＝
24
時
間
年
中
無
休

電
話
番
号
＝
1
0
1
2
0
‐
24
‐
1�

1 

3�

0
F
A
X
＝
1
0
1
2
0
‐
9
2
1
‐
2 

9�

2（
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
専
用
）

千
葉
い
の
ち
の
電
話

　
毎
月
10
日
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
使

用
で
き
ま
す
。

日
時
＝
24
時
間
年
中
無
休

電
話
番
号
＝
0
4
3
‐
2
2
7
‐
3�

9 

0�

0
、
1
0
1
2
0
‐
7
8
3
‐
5 

5�

6（
毎
月
10
日
の
み
）

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
印
旛
保
健

所
）

　
健
康
や
D
V
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ

の
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 午

前
9
時
〜
午
後
5
時

電
話
番
号
＝
0
4
3
‐
4
8
3
‐
1�

1 

3�

3
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
精
神
障
が
い
や
引
き
こ
も
り
な
ど
、

精
神
保
健
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
30
分

電
話
番
号
＝
0
4
3
‐
2
6
3
‐
3�

8 

9�

3

  

あ
な
た
も
今
日
か
ら

  

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺
の
危

険
が
あ
る
人
に
気
付
き
、
話
を
聞
い
て

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と

が
で
き
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
助
け
を
求

め
て
い
る
場
合
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
話
を
よ
く

聞
き
、
一
緒
に
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

悩
ん
で
い
る
人
の
孤
立
を
防
ぎ
安
心
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
は
特
別
な
能
力

や
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

一
人
一
人
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て

の
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

で
き
る
こ
と
を
進
ん
で
行
う
こ
と
で
、

尊
い
命
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
健
康
増
進
課（
☎
27
‐

1
1
1
1
）へ
。
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暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

　
日
本
に
住
む
全
て
の
人
を
対
象
に
、

全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
10
月
1
日
時
点
の
日

本
の
人
口
・
世
帯
・
就
業
者
か
ら
み
た

産
業
構
造
な
ど
の
状
況
を
地
域
別
に
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
高
齢
者
の
介
護
・
医

療
、
雇
用
対
策
、
児
童
福
祉
、
地
域
の

活
性
化
な
ど
、
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
役
立
て
ら
れ
る
基
礎
デ
ー
タ
に

な
り
ま
す
。

　
国
勢
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
I
D
や
紙
の
調
査
票
な
ど

を
配
布
し
ま
す
。
調
査
員
は
国
勢
調
査

員
証
を
携
帯
し
、
腕
章
を
着
け
て
訪
問

し
ま
す
。

調
査
に
当
た
っ
て
の
感
染
症
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し

で
の
調
査
の
説
明
や
郵
便
受
け
を
利
用

し
た
調
査
書
類
の
配
布
な
ど
、
で
き
る

限
り
対
面
し
な
い
方
法
で
行
い
ま
す
。

配
布
期
間
＝
9
月
14
日
㈪
〜
30
日
㈬

回
答
期
限
＝
10
月
7
日
㈬

回
答
方
法

◦
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
使
っ
て
、
調
査
書
類
に
記
載
し
て

い
る
専
用
サ
イ
ト
か
ら
回
答

◦
紙
の
調
査
票
で
回
答
し
、
10
月
1
日

以
降
に
郵
送

※
希
望
者
に
は
紙
の
調
査
票
の
直
接
回

収
を
行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
国
勢

調
査
成
田
市
実
施
本
部（
☎
20
‐
1 

7
4
6
）へ
。

引
き
込
み
工
事
費
を
補
助

騒
音
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
市
で
は
、
空
港
周
辺
の
騒
音
地
域
の

一
部
に
対
し
、
住
宅
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
引
き
込
み
工
事
費
用
の
う
ち
、
標

準
工
事
費
の
75
パ
ー
セ
ン
ト
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
幹
線
整
備

が
完
了
し
た
中
郷
・
久
住
・
遠
山
地
区

（
一
部
）は
、
今
年
度
末
で
補
助
が
終
了

し
ま
す
。

　
補
助
を
利
用
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

へ
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
成
田

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
☎
22
‐
1
0
0
1
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
補
助
対
象
は
市
に
住
民
記
録
が
あ
り
、

市
税
の
滞
納
が
な
い
人
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
空
港
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
2
1
）へ
。

差
額
通
知
を

9
月
下
旬
に
送
付

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）は
、
新
薬
の
特
許
期
間
経
過
後
に

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
で
作
ら
れ
た
安

価
な
薬
で
す
。

　
市
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
差
額
通
知
を
9
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
現
在
処
方
を

受
け
て
い
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
自
己
負
担
額

が
ど
の
く
ら
い
安
く
な
る
か
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

　
通
知
の
対
象
は
20
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
、
自
己
負
担
額
が
一

定
額
以
上
軽
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る

人
で
す
。

　
通
知
を
希
望
し
な
い
人
は
、
9
月
7

日
㈪
ま
で
に
保
険
年
金
課（
☎
20
‐
1 

5
2
6
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
送
付
を
希
望
し
な
い
旨
の
連
絡
を

し
て
い
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え

る
際
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
元
年
度
の
削
減
効
果

◦
通
知
を
送
付
し
た
人
数
…
3
、
8 

4�

5
人

◦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
人
数
…
5
5
1
人

◦
削
減
額
…
1
、
1
3
9
万
8
、
6�

9 

4
円

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課
へ
。

調
和
の
と
れ
た

ま
ち
並
み
の
た
め
に

景
観
法
・
景
観
条
例

　
良
好
な
景
観
を
保
全
し
て
い
く
た
め

に
、
建
物
を
建
て
る
場
合
な
ど
は
景
観

へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
定
規

模
を
超
え
る
大
き
さ
の
建
物
の
新
築
や

改
築
な
ど
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
景

観
法
・
景
観
条
例
に
よ
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。

対
象
＝
高
さ
が
13
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

建
物
や
延
べ
面
積
が
1
、
0
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
の
建
築
行

為
・
色
彩
変
更
な
ど

※
景
観
形
成
重
点
地
区（
成
田
山
新
勝

寺
表
参
道
周
辺
地
区
）は
対
象
規
模

が
異
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
公
園

緑
地
課（
☎
20
‐
1
5
6
2
）へ
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
を

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
運
用

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
適
切
・
効
果
的
に
活

用
す
る
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
の
調
和
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、
最
低
限
配
慮
す
べ
き
内
容

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て

い
ま
す
。
地
域
の
自
主
防
犯
活
動
と
し

て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
、
ま

た
は
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
適
切
な
設
置

運
用
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w
w
.city.narita.

chiba.jp/anshin/page0123_ 

00006.htm
l

）へ
。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の

回
答
に
ご
協
力
を

国
勢
調
査
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課（
市
役
所
2
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w
w
.city.narita.

chiba.jp/kosodate/page141 

200.htm
l

）

申
請
方
法
＝
9
月
30
日
㈬
ま
で
に
申
請

書
、
領
収
証
な
ど
の
必
要
書
類
、
印

鑑
を
持
っ
て
保
育
課
へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
6
0 

7
）へ
。

変
更
届
を
忘
れ
ず
に

農
業
集
落
排
水

　
市
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を
現

在
6
地
区（
名
古
屋
、
成
井
・
地
蔵
原

新
田
、
横
山
・
馬
乗
里
、
新
田
、
堀
籠
、

奈
土
・
津
富
浦
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
接
続
し
て
い
て
使
用
人
数
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
農
政
課
へ
変

更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
対
象
の
地
域
に
住
ん
で
い
て

宅
内
工
事
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
指
定
工
事
店
に
施
工
を
依
頼
し

て
、
農
業
集
落
排
水
管
へ
の
接
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1�

5 

4�

2
）へ
。

利
用
料
の
一
部
を
補
助

認
可
外
保
育
施
設

　
市
で
は
、
国
の
指
導
監
督
基
準
を
満

た
し
た
認
可
外
保
育
施
設（
市
外
を
含

む
。
た
だ
し
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業

所
を
除
く
）に
通
う
未
就
学
児
の
保
護

者
に
対
し
、
利
用
料
の
一
部
を
年
4
回

に
分
け
て
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
市
に
住
民
記
録
が
あ
り
、
保
育

所
な
ど
の
入
所
基
準
を
満
た
し
た
未

就
学
児
の
保
護
者

対
象
と
な
る
利
用
料
＝
認
可
外
保
育
施

設
に
支
払
っ
た
7
〜
9
月
分
の
利
用

料
申
請
書
配
布
場
所
＝
保
育
課（
市
役
所

2
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https: 

//w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

kosodate/page0135_00003.
htm
l

）

申
請
方
法
＝
9
月
15
日
㈫
〜
30
日
㈬

（
当
日
消
印
有
効
）に
申
請
書
、
就
労

証
明
書
、
世
帯
の
所
得
が
分
か
る
書

類
、
利
用
料
の
領
収
書
な
ど
の
必
要

書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
保
育
課

（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町
7� 

6�

0
）へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
6
0 

7
）へ
。

4
人
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

自
衛
官
募
集
相
談
員

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
任
期
2
年
で
、

安
定
し
た
入
隊
者
の
確
保
を
図
る
た
め

の
募
集
協
力
活
動
や
、
自
衛
隊
に
対
し

て
志
願
者
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
た
人
は
、
次
の

4
人
で
す（
敬
称
略
）。

　
羽
生
田
浩
明（
加
良
部
）・
小
山
昭

（
玉
造
）・
勝
田
健
司（
中
台
）・
堀
正
樹

（
久
住
中
央
）

※
く
わ
し
く
は
自
衛
隊
成
田
地
域
事
務

所（
☎
22
‐
6
2
7
5
）へ
。

2
カ
月
ご
と
に
伺
い
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

　
水
道
の
使
用
量
は
、
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
㈱

の
社
員
が
2
カ
月
ご
と
に
水
道
メ
ー

タ
ー
を
確
認
し
、
検
針
票
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
検
針

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
検
針
の
結
果
、
使
用
水
量
が
極
端
に

多
い
場
合
は
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
早
急
に
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
へ
連
絡
し
、
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
水
道
部
業
務
課（
☎

22
‐
0
2
6
9
）へ
。

正
し
い
使
用
を
心
掛
け
て

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日

　
公
共
下
水
道
は
、
川
や
海
な
ど
の
水

質
保
全
や
排
水
機
能
に
よ
る
災
害
対
策

の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
下
水
道
へ
油
な
ど
の
水

に
溶
け
な
い
物
や
調
理
く
ず
を
流
し
た

り
、
洗
剤
を
使
い
す
ぎ
た
り
し
な
い
な

ど
、
正
し
い
使
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課（
☎
20
‐
1 

5
5
3
）へ
。

一
部
を
助
成
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
の
給
食
副
食
費

　
4
月
か
ら
8
月
ま
で
に
私
立
幼
稚
園

に
支
払
っ
た
給
食
費
の
う
ち
、
主
食
以

外
の
お
か
ず
な
ど
の
副
食
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
私
立
幼
稚
園
を
利
用
し
、
市
か

ら
「
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

給
付
認
定
」
を
受
け
て
い
る
児
童
の

保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
人

◦
生
活
保
護
受
給
世
帯

◦
令
和
元
年
度
市
民
税
所
得
割
額
が
7

万
7
、
1
0
1
円
未
満
の
世
帯

◦
対
象
児
童
が
第
3
子
以
降（
兄
・
姉

は
小
学
3
年
生
ま
で
が
数
え
る
対
象

と
な
り
ま
す
）

対
象
と
な
る
費
用
＝
4
〜
8
月
分
の
給

食
副
食
費

申
請
書
配
布
場
所
＝
各
幼
稚
園
、
保
育

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

市 長 日 誌

研修会であいさつ（11日）

8月1日㈯〜15日㈯

3日
民生委員・児童委員委嘱状伝
達交付式

公設地方卸売市場運営審議会

4日
生涯学習推進協議会

青少年問題協議会

5日
都市計画審議会

新型コロナウイルス感染症対
策本部会議

6日
国民健康保険運営協議会

成田赤十字病院運営協議会

11日 部課長災害対応研修会

広報なりた 2020.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です9



暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

土
地
所
有
者
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と

な
ど
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

建
築
な
ど
は
事
前
の
届
け
出
を

　
現
在
、
市
内
で
は
15
の
地
域
で
地
区

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
地
域
内
で
建
物
の
建
築
や
用

途
の
変
更
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
行
為

に
着
手
す
る
日
の
30
日
前
ま
で
に
市
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
新
築
だ
け
で
な
く
、
増
改
築
や
外

壁
・
屋
根
の
塗
り
替
え
、
カ
ー
ポ
ー
ト

や
フ
ェ
ン
ス
・
塀
の
設
置
な
ど
の
場
合

に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

地
区
計
画
の
地
区
名
と
対
象
区
域

◦
京
成
成
田
駅
東
口
地
区
…
京
成
成
田

駅
東
口（
花
崎
町
の
一
部
）

◦
公
津
東
地
区
…
公
津
の
杜
全
域

◦
橋
賀
台
二
丁
目
地
区
…
橋
賀
台
2
丁

目
の
一
部（
橋
賀
台
公
園
周
辺
）

◦
久
住
駅
前
地
区
…
久
住
中
央
全
域

◦
土
屋
地
区
…
ウ
イ
ン
グ
土
屋
全
域

◦
玉
造
六
丁
目
地
区
…
玉
造
6
丁
目
1

番
地

◦
公
津
西
地
区
…
は
な
の
き
台
全
域

◦
大
栄
物
流
団
地
地
区
…
大
栄
物
流
団

地
全
域

◦
成
田
湯
川
駅
南
口
地
区
…
成
田
湯
川

駅
南
口（
松
崎
の
一
部
）

◦
東
町
・
花
崎
町
地
区
…
東
町
・
花
崎

町
の
一
部

◦
中
台
三
丁
目
地
区
…
中
台
3
丁
目
2

住
み
や
す
い
ま
ち
を

目
指
し
て

地
区
計
画
制
度

　
地
区
計
画
制
度
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
市
が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
合
っ
た
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
で
、

よ
り
住
み
や
す
い
環
境
や
、
美
し
い
ま

ち
並
み
を
守
り
育
む
た
め
の
制
度
で
す
。

地
区
計
画
制
度
で
定
め
る
こ
と

　
地
区
計
画
で
は
、
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
大
ま
か
な
目
標

と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的

な
ル
ー
ル
を
定
め
ま
す
。

　
ル
ー
ル
と
し
て
、
建
物
の
用
途（
住

宅
、
店
舗
な
ど
）・
高
さ
・
敷
地
面
積
・

色
、
道
路
や
公
園
の
配
置
な
ど
を
地
区

全
体
で
定
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
区

内
を
区
分
し
て
、
さ
ら
に
細
か
く
定
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
地
区
計
画
を
定

め
る
こ
と
で
、
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、

計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

計
画
案
の
申
し
出
が
で
き
ま
す

　
地
区
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
地
域

住
民
や
土
地
所
有
者
な
ど
の
利
害
関
係

者
は
、
地
区
計
画
の
案
を
市
へ
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
し
出
る
た
め
に
は
、
区
域
の
面
積

が
0
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
一
体
と

な
っ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
、
地
域
内
の

番
地

◦
大
学
医
学
部
付
属
病
院
地
区
…
川

栗
・
畑
ケ
田
の
一
部

◦
美
郷
台
小
学
校
地
区
…
美
郷
台
2
丁

目
の
一
部

◦
久
住
第
二
小
学
校
跡
地
地
区
…
大
室

の
一
部

◦
小
菅
地
区
…
小
菅
・
大
山
の
一
部

　
地
区
計
画
の
内
容
は
、
都
市
計
画
課

（
市
役
所
5
階
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w
w
.city.narita.chi 

ba.jp/environm
ent/page1806 

00.htm
l

）で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
6 

0
）へ
。

適
正
な
処
理
を

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協

議
会
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類（
使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
資
材
な
ど
）の
適
正
な
処

理
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
区
ご
と
に

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
・
処
理
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
同
協
議
会
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル

ム
、
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル

ム
、
肥
料
袋
、
培
土
袋

　
育
苗
箱
・
保
温
マ
ッ
ト
・
あ
ぜ
シ
ー

ト
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
は
回
収
対
象

外
で
す
。
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
な
ど

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1�

5 

4�

1
）へ
。

犯
罪
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

9
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

　
警
察
で
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
県
警
本
部
や
警

察
署
に
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
、

市
民
生
活
の
安
全
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
電
話
で
相
談
す
る
場
合
は
、
警
察
相

談
専
用
電
話
＃
9
1
1
0
番
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
1
1
0
番
は
事

件
・
事
故
な
ど
、
緊
急
通
報
の
場
合
の

み
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署（
☎
27
‐

0
1
1
0
）へ
。

稲
作
農
家
の
皆
さ
ん
へ

飼
料
用
米
な
ど
の
推
進

　
食
生
活
の
変
化
や
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
米
の
需
要
は
全
国
で
毎
年
約
10
万

ト
ン
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
生
産
量
が

需
要
量
を
上
回
り
、
在
庫
が
増
え
る
と

米
価
の
下
落
を
招
き
ま
す
。

　
飼
料
用
米
や
加
工
用
米
な
ど
の
生
産

に
は
既
存
の
機
械
や
施
設
を
そ
の
ま
ま

使
う
こ
と
が
で
き
、
国
や
県
か
ら
補
助

金
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
主
食
用
米
の
需
給
改
善
を
図
る
た
め
、

飼
料
用
米
や
加
工
用
米
な
ど
の
生
産
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1�

5 

4�

1
）へ
。

貴
重
な
金
属
を
再
利
用

携
帯
電
話
の
廃
棄

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
に
は

金
・
銀
・
銅
・
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
貴

重
な
金
属
が
高
濃
度
で
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
有
効
利
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
携
帯
電
話
会
社
の
店
舗
な
ど
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
本

体
・
電
池
・
充
電
器
を
メ
ー
カ
ー
に
関

係
な
く
無
償
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
金

物
・
陶
磁
器
類（
黄
色
の
指
定
袋
）と
し

て
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
電
池
を
取

り
外
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。
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困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します一人で悩んでいないで相談してみませんか？

相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日頃感じている疑問や
悩みを解消してみてはいかがですか。

※期日中の12：00〜13：00は相談を実施していません。9月の相談日
相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先

市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00〜16：00

市役所2階市民相談室
※�各相談の受け付けは、終
了時間の30分前まで（午
前の受け付けは11時30
分まで）。予約制の相談は、
予約の時間までに来てく
ださい。

市民協働課
☎20-1507
※�法人からの相談は受けませ
ん。相談内容によってはお
断りする場合があります。
弁護士法律相談（同年度中
に相談は2回まで）の10月分
の予約は、9月30日㈬午前
8時30分から受け付けます。

弁護士法律相談（予約制） 2日㈬・9日㈬・16日㈬・
23日㈬・27日㈰ 13：00〜16：00

女性のための相談
（DV含む・予約制） 木曜日 10：00〜16：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 11日㈮・25日㈮ 13：00〜16：00

税務相談 15日㈫ 10：00〜15：00
不動産相談 15日㈫ 10：00〜12：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談） 29日㈫ 10：00〜15：00

市民よろず相談 19日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館 市民よろず相談室
興
きょうの
野さん☎047-445-4195

司法書士による電話相談 月・水・土曜日
（19日㈯を除く）

月・水曜日14：00〜17：00
土曜日10：00〜15：00

電話相談のみ
（10120-971-438）

千葉司法書士会
☎043-246-2666

法務局不動産登記相談
（相続・抵当権抹消など、予約制） 月〜金曜日 9：00〜16：00 法務局成田出張所 法務局成田出張所

☎23-2313
住宅無料耐震相談（予約制） 13日㈰ 9：00〜16：00 市役所5階501会議室 建築住宅課 ☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザーズコーナー ☎20-0567
消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 市役所2階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
事業承継に関する相談（予約制） 16日㈬ 10：00〜16：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101
商工業者よろず支援拠点
サテライト相談（予約制） 17日㈭ 10：00〜16：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101

若者の就労相談（予約制） 月〜金曜日 10：00〜17：00 勤労会館 ちば北総地域若者サポート
ステーション ☎24-7880

社労士による年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
交通事故相談（予約制） 1日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階相談室 交通防犯課 ☎20-1527
障がい者相談 月〜土曜日 9：00〜18：00 保健福祉館 ほっとすまいるセンター☎27-1106

心配ごと相談

木曜日

13：00〜16：00

保健福祉館 社会福祉協議会☎27-7755
※�下総地域福祉センター・大
栄支所は予約制です。各開
催日の4日前までに申し込ん
でください。

11日㈮ 下総地域福祉センター

18日㈮ 大栄支所
アルコール依存相談 3日㈭ 9：00〜12：00 保健福祉館 社会福祉協議会☎27-7755
くらしと就労相談 月〜金曜日 8：30〜17：15 商工会館1階 暮らしサポート成田☎20-3399
家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 教育センター 教育センター ☎20-2922

不登校相談 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21 
☎20-1414

学校教育全般・いじめ相談 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課 ☎20-1582
教育相談（家庭教育・青少年教育） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育相談室 ☎22-5100

農地・農政相談（予約制） 2日㈬ 8：30〜11：30 下総支所 農政課☎20-154213：30〜16：30 大栄支所

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、中止・変更となる
場合があります。開催状況などについては各問い合わせ先へ。
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災害に便乗した悪質商法に注意

　台風が多発する時期になりました。台風や大雨などの自
然災害に便乗した悪質商法があると聞きましたが、どの

ような事例があるのでしょうか。

　昨年は県内に複数の台風が上陸し、各地に甚大な被害を
及ぼしました。このような大規模災害で被災した住宅な

どに業者が訪れ、不当な修理工事の案内や不審な勧誘などを持
ちかけるトラブルが発生しています。
　事例としては以下のようなものがあります。
◦壊れた家屋の修理工事を火災保険の保険金の額で行うと言わ
れ契約したが、保険金が支払われなかった
◦床上浸水した床の除菌が必要だと言われ契約したが、不当に
高い金額を要求された

　台風や大雨などにより家屋に被害が生じた場合、一般的には
火災保険の対象となりますが、被害状況によっては保険金が支
払われない場合があります。保険金が支払われなかったからと
いって解約しようとすると、高額な解約金を請求されることも
ありますので、修理を検討する際は、保険適用の対象となるの
かを契約先の保険会社や代理店に必ず確認しましょう。
　また「今すぐ直さないと大変な事になる」などと急かされても

その場で契約せず、複数の業者から見積もりを取って比較検討
しましょう。訪問販売で契約した場合は、契約書面を受け取っ
てから8日間はクーリングオフ（無条件解約）ができます。クー
リングオフ期間が過ぎてしまっても取り消しできる場合があり
ますので、早めに消費生活センターに相談してください。

※くわしくは同センター（☎23-1161）へ。

男性にとっての男女共同参画
　「男女共同参画は女性のためのもの」というイメージを持つ人
は多いのではないでしょうか。元々、女性の地位向上のための
施策の中から生まれた言葉なので、このように思われることが
多かったのです。
　しかし、本来の男女共同参画は、男性も女性も一人一人が自
分の生き方を自分で選択できるという、誰にでも必要な考え方
のことをいいます。
　例えば、このような経験はありませんか。
◦育児休暇や介護休暇を取りたくても「男なのにどうして？」と
言われるので取りづらい
◦「男は弱音を吐いてはいけない」との思いから、誰にも悩み事
を相談できない
　女性だから抱える問題があるように、男性には男性だからこ
そ抱える問題があり、性別に関わらず悩みは存在するものです。
無意識にある「男性・女性はこうあるべき」という性別に対する
固定観念を変えていくことで、自分らしい生き方を見つけられ
るのではないでしょうか。

　性別に関わりなく、誰もが生き生きと活躍できる男女共同参
画社会を目指しましょう。

※くわしくは市民協働課（☎20-1507）へ。

Q

男女共同参画の視点

A

消費生活相談Q&A
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期日 会場

9月

1日㈫ 大栄公民館（健康診査・胃がん検診（バリウム
検査）など）2日㈬

4日㈮ 久住公民館
11日㈮ 保健福祉館（胃がん検診（バリウム検査）・乳が

ん検診のみ）
15日㈫ 市役所
17日㈭ 三里塚コミュニティセンター18日㈮
20日㈰ 保健福祉館
24日㈭ 公津公民館
25日㈮ 下総公民館（健康診査・胃がん検診（バリウム

検査）など）
29日㈫ 保健福祉館（胃がん検診（バリウム検査）・乳が

ん検診のみ）
30日㈬ 保健福祉館

10月

2日㈮ 保健福祉館（胃がん検診（バリウム検査）・乳が
ん検診のみ）

7日㈬ 中郷ふるさと交流館
8日㈭ 三里塚コミュニティセンター
9日㈮ 保健福祉館
14日㈬ 保健福祉館（胃がん検診を除く）
15日㈭ 保健福祉館20日㈫
23日㈮ 豊住公民館

こんなときはどうなるの？

　会社員だった夫が60歳になり定年退職しました。私は55
歳で、夫の扶養に入っていましたが、国民年金の届け出

は必要ですか。

　保険年金課（市役所1階）、下総・大栄支所で「種別変更」
の届け出をしてください。

　20〜59歳の人は、年金に必ず加入することになっています。
加入者は、第1号被保険者（学生、農業従事者、自営業者、フリー
ター、無職の人など）、第2号被保険者（サラリーマンなど）、

第3号被保険者（サラリーマンなどの配偶者）の3種類に分けら
れ、種別が変わるときは届け出が必要です。
　今回の場合、配偶者が会社を退職したことによって、第3号
被保険者から第1号被保険者に変わるための届け出が必要とな
ります。
　第1号被保険者になると、国民年金保険料は自分で納めるこ
とになります。納付には、手間がなく納め忘れのない口座振替
や、まとめて前払いすると割引される前納制度がありますので
利用してください。

※くわしくは保険年金課（☎20-1547）へ。

定期的に受診しましょう
　特定健康診査を毎年継続して受診することで、病気の予防・
早期発見ができます。市では、特定健康診査のほかに一般健康
診査や後期高齢者健康診査を行っています。対象は次の通りです。
特定健康診査
　40〜74歳で国民健康保険に加入している人
一般健康診査
　18〜39歳で、職場などで健康診査を受ける機会がない人（高
血圧、糖尿病、脂質異常症などの治療中の人を除く）
後期高齢者健康診査
　受診日時点で後期高齢者医療保険に加入している人

　市が行う健康診査を受診する際には「成田市成人健（検）診等
受診券」が必要です。受診券を持っていない場合は事前に下記
の担当課へ問い合わせてください。集団健診の日程は下表の通
りです。60歳以上の人は、市内実施医療機関で11月30日㈪
まで個別健（検）診を受けることができます。
　新型コロナウイルス感染症の影響により日程などの変更や、
当日の混雑状況によっては受診できない場合があります。最新
の情報は市ホームページ（https://www.city.narita.chiba.j 
p/kenko_fukushi/page268500.html）で確認してください。

※くわしくは特定・後期高齢者健康診査については保険年金課
（☎20-1526）、一般健康診査については健康増進課（☎27-
1111）へ。

期日 会場
10月 29日㈭ 印東体育館

31日㈯ 保健福祉館（胃がん検診（バリウム検査）のみ）

11月

4日㈬ 保健福祉館
6日㈮ 市役所
10日㈫ 保健福祉館（胃がん検診を除く）
11日㈬

保健福祉館13日㈮
15日㈰
19日㈭ 保健福祉館（胃がん検診を除く）
20日㈮ 保健福祉館21日㈯
25日㈬ 保健福祉館（胃がん検診（バリウム検査）のみ）
27日㈮ 保健福祉館

12月

1日㈫ 保健福祉館
2日㈬ 保健福祉館（胃がん検診（バリウム検査）のみ）
4日㈮ 保健福祉館（胃がん検診（バリウム検査）・乳が

ん検診のみ）
6日㈰

保健福祉館11日㈮
14日㈪
21日㈪ 保健福祉館（健康診査・乳がん検診など）
23日㈬ 保健福祉館（乳がん検診のみ）
25日㈮ 保健福祉館（健康診査・胃がん検診（バリウム

検査）など）

健康診査

年金

健康診査の日程（集団）

Q

A

広報なりた 2020.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です13



M e s s a g e B o a r d

広報なりた 2020.9.1 14

一人一人の意識が大切です
新型コロナウイルス感染症の感染者の増加に伴い、県から協力要請が発表されています。皆さんも
下記の行動を心掛け、引き続き感染症の拡大防止にご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策

◦「マスクの着用」「3密の回避」「手洗いなどの手指衛生」「小ま
めな換気」など、感染拡大を防止するための新しい生活様
式を実践する
◦発熱などの症状があるときは、受診以外の外出を控える
◦高齢者は重症化しやすいので、感染リスクの高い場所へ
の外出を控える
◦外食の際、食事中以外はマスクを着用する

◦多人数（おおむね5人以上）での会食は自粛する
◦接待を伴う飲食店、酒類を提供する飲食店、カラオケが
設置されている店などに行く際は、感染防止対策が徹底
されている店舗を利用する
◦厚生労働省が提供している接触確認アプリ（下記）に登録
する
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

協力要請の主な内容

　C
コ コ ア
OCOAは、スマートフォンの近接通信機能（B

ブル ー ト ゥ ー ス
luetooth）

を利用して、同アプリに登録している新型コロナウイルス
感染症の感染者と接触（おおむね1メートル以内の距離で
15分以上）した場合に、通知を受け取ることができるアプ
リです。
　通知が来た際に、現在の自身の症状などについての質問
に回答することで、必要に応じて検査の受診方法などが案
内されます。
　利用者は、感染者と接触した可能性が分かることで、保
健所のサポートを早く受けることができます。利用者が増
えるほど、感染拡大の防止につながりますので、右の二次
元バーコードからダウンロードして利用してください。
アプリの利用に当たって
◦登録は無料ですが、アプリのインストール時や通知を受

け取る際の通信料はかかります
◦個人情報が第三者に伝わることはありません
◦Bluetoothの機能をオフにすると情報が記録されません
◦接触した日付と件数のみ通知されます。どこで、誰と接
触したかは分かりません
※くわしくは厚生労働省ホームページ（https://www.mh 
lw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.h 
tml）へ。

新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA」

Android端末用 iPhone・iPad用

COCOA
二次元

バーコード

最新情報を確認するには

　新型コロナウイルス感染症に関する情報は、市ホームページなどで随時お知らせしています。

https://www.city.narita.chiba.jp ＠naritacity.koho ＠narita_city

成田市ホームページ 広報課フェイスブック 成田市LINE公式アカウント
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お
知
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せ
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集

なりた知っ得情報
ケーブルテレビで配信

　成田ケーブルテレビ（111チャンネ
ル）で、市の広報番組「なりた知っ得情報」
を放送しています。生活に役立つ情報を
お届けする「特集」と市政情報や市内のイ
ベント情報をお知らせする「トピックス」
で構成される15分番組です。
放送時間＝午後0時41分、午後5時41
分、午後8時41分
※成田ケーブルテレビは八生地区の一部
と大栄地区では視聴できませんので注
意してください。くわしくは広報課（☎
20-1503）へ。

催し物催し物

ふれあいコンサート
優雅な昼のひとときを

日時＝9月24日㈭ 午後0時10分〜0時
50分

会場＝市役所6階大会議室
内容＝R

ル ー ジ ュ
OUGEによるシャンソンコンサー

ト
定員＝70人（先着順）
入場料＝無料
※鑑賞には事前に申し込みが必要です。
申し込みは9月4日㈮から文化国際課
（☎20-1534）へ。

スポーツツーリズムフェス
ここでしかできない体験を

日時＝9月19日㈯〜22日（火・祝） 午前
10時〜午後4時

会場＝イオンモール成田
内容＝ボッチャ体験、ホストタウン関連
イベント、クボタスピアーズ（ラグビー
チーム）PRイベントなど

参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくはスポーツ振興課・オリン
ピックパラリンピック推進室（☎20-
1584）へ。

フレンドリータウンデイズ
鹿島アントラーズを応援しよう

　サッカーJ1リーグの鹿島アントラー
ズの試合に招待・優待します。
会場＝カシマサッカースタジアム（茨城
県鹿嶋市）

対象＝市内在住・在勤・在学の人
定員＝各350組700人（先着順）
申込方法＝鹿島アント
ラーズホームページ（h 
ttps://www.antlers.
co.jp）または右の二次
元バーコードから申し込む

招待試合
日時と対戦相手
◦9月27日㈰ 午後5時から…大分トリ

ニータ
◦10月24日㈯ 午後2時から…サンフ

レッチェ広島
入場料＝無料
優待試合
日時＝10月31日㈯ 午後5時から
対戦相手＝名古屋グランパス
入場料＝1,000円
※申し込み開始日は開催日によって異な

ります。くわしくは鹿島アントラーズ
コールセンター（☎0299-82-5555、
午前10時〜午後4時）へ。

千葉県移動美術館
近代作家の作品を展示

　県立美術館が収蔵している、浅井忠
ちゅう
・

梅原龍三郎・クールベや市出身の篠崎輝
夫などの作品を展示します。また、期間
中に市立図書館で展示作品に関する書籍
を紹介します。
日時＝9月29日㈫〜10月11日㈰ 午前9
時〜午後5時

会場＝スカイタウンギャラリー
入場料＝無料
ギャラリートーク
日時＝10月4日㈰・10日㈯ 午後2時か
ら（受け付けは午後1時から）

定員＝各15人（先着順）
講師＝相川順子さん（県立美術館学芸員）
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは文化芸術センター（☎20-1 
133、9月21日を除く月曜日、9月23
日㈬は休館）へ。

伝 板言

募　集募　集

令和2年7月分

測定局 � Lden WECPNL
竜台 51.9 62.1

長沼 54.0 64.5

北羽鳥 55.5 66.6

北羽鳥
北部 53.4 63.0

新川 52.4 62.9

猿山 38.4 50.6

滑川 49.1 61.0

西大須賀 53.9 67.1

四谷 52.5 64.2

高倉 56.7 71.3

内宿 42.1 54.2

磯部 54.7 66.0

水掛 51.0 61.3

幡谷 50.9 61.8

成毛 49.7 59.8

荒海 60.4 72.8

飯岡 56.3 67.4

大生 56.8 67.8

土室（県） 60.2 75.2

土室（NAA） 45.0 58.3

荒海橋本 61.5 74.1

測定局 � Lden WECPNL
大室 47.9 60.6

大室（NAA） 47.3 61.2

野毛平
工業団地 55.7 66.7

東和泉 54.8 65.5

芦田 60.4 72.6

赤荻 56.4 67.2

野毛平 56.3 68.1

下金山 47.5 59.1

押畑 45.9 56.0

新田（NAA） 49.1 62.8

新田 50.6 64.0

堀之内 51.0 62.5

馬場 50.0 61.5

遠山小 52.9 65.4

本三里塚 54.4 68.3

三里塚小 57.1 70.2

御料牧場
記念館 51.6 64.9

本城 51.8 64.5

南三里塚 55.4 68.5

※�航空機騒音の評価指標は、平成25年4月か
らWECPNLからLdenに変更されました。Lden
とは、時間帯補正等価騒音レベルのことで、
航空機騒音をエネルギーとして加算するもの
で、夕方や夜間の値には重み付けを行いま
す。単位はデシベル。この数値は速報値です。
くわしくは空港対策課（☎20-1521）へ。

色文字は、騒防法第一種区域に設置され
た測定局を示します。
第一種区域の基準値 Lden：62デシベル以
上（参考値WECPNL：75以上）

航 空 機 騒 音 測 定 結 果

映 画 会

図 書 館

図書館本館・公津の杜分館は火～金曜
日は午前9時30分〜午後7時（本館2階は
午後5時15分まで）、土・日曜日は午後5
時まで開館しています。

今�月の図書館休館日＝7日㈪・14日㈪・23
日㈬・28日㈪・30日㈬ （館内整理日）
※�21日（月・祝）・22日（火・祝）は本館・公
津の杜分館・三里塚コミュニティセン
ター図書室のみ開館します（午前9時30
分〜午後5時）。

今月の映画会は中止です。
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危険物取扱者試験
受験者のための講習会も

危険物取扱者試験
期日＝11月22日㈰
会場＝日本大学実籾校舎（習志野市）
受験料＝甲種6,600円、乙種4,600円、
丙種3,700円

申込方法＝9月17日㈭〜10月9日㈮（当
日消印有効）の月〜金曜日に、各消防
署にある願書を直接または郵送で消防
試験研究センター千葉県支部（〒260- 
0843 千葉市中央区末広2-14-1）へ。
9月14日㈪〜10月6日㈫は同センター
ホームページ（https://www.shoubo- 
shiken.or.jp）からも申請できます

受験者講習会
日時＝10月7日㈬ 午前9時30分〜午後
4時45分

会場＝富里中央公民館
受講料＝3,700円（テキスト代は実費）
申込方法＝9月14日㈪〜18日㈮に予防
課（市役所地下1階）にある申込書を受
講料と共に同課へ
※くわしくは、試験については消防試験
研究センター千葉県支部（☎043-26 
8-0381）、講習会については予防課（☎ 
20-1591）へ。

会計年度任用職員
児童ホームで

応募資格＝18歳以上の人
募集人員＝3人程度
業務内容＝留守家庭児童（小学生）の育成
支援

勤務期間＝10月1日〜3月31日
勤務日時＝月〜土曜日（祝日を除く） 午
後1時30分〜7時のシフト制（土曜日、
小学校の長期休業期間は午前7時30分
から）

勤務場所＝市内児童ホーム
時給＝放課後児童支援員の資格あり1,1 
70円〜1,220円、資格なし1,140円〜
1,180円（金額は職務経験年数に応じ
て決定。市規定に応じて期末手当あり）

応募方法＝9月15日㈫（必着）までに写真
を貼った履歴書を直接または郵送で保
育課（市役所2階 〒286-8585 花崎町
760）へ。後日、面接日を通知します
※くわしくは同課（☎20-1607）へ。

お月見タペストリーを作ろう
みんなで一緒に

日時＝9月27日㈰ 午前10時〜正午
会場＝子ども館
内容＝十五夜にちなんだタペストリーを
作る

対象＝小学生
定員＝10人（先着順）
参加費＝200円（材料費）
※申し込みは9月5日㈯午前10時から子
ども館（☎20-6300、月曜日・祝日・
第3日曜日は休館）へ。

なりたカルチャークラブ
新しいことに挑戦してみませんか

会場＝国際文化会館
はじめての英会話
日時＝10月6日㈫・13日㈫・27日㈫（全
3回） 午後4時〜5時30分

定員＝15人（先着順）
参加費＝3,000円（教材費など）
こころ軽やかストレッチ
日時＝11月1日㈰・8日㈰（全2回） 午後
2時〜3時30分

定員＝12人（先着順）
参加費＝2,000円（教材費など）
親子プログラミング教室
日時＝11月8日㈰ 午前10時〜正午
定員＝8組（1組4人まで。先着順）
参加費（1組当たり）＝1,000円（教材費な
ど）

おもてなしの英語初級編
日時＝11月18日㈬・25日㈬、12月2
日㈬（全3回） 午後4時〜5時30分

定員＝15人（先着順）
参加費＝3,000円（教材費など）
やさしい韓国語
日時＝12月1日㈫・8日㈫・15日㈫（全
3回） 午後2時〜3時30分

定員＝15人（先着順）
参加費＝3,000円（教材費など）
おもてなしの英語中級編
日時＝12月3日㈭・10日㈭・17日㈭（全
3回） 午後3時〜4時30分

定員＝15人（先着順）
参加費＝3,000円（教材費など）
※申し込みは9月5日㈯午前10時から国

際文化会館（☎23-1331、月曜日、祝
日の翌日は休館）へ。

ゴルフ大会
シニアと女子の部

申込方法＝9月28日㈪までに参加費を
持って市アマチュアゴルフ協会事務局
（土屋1373-1㈱日翔内）へ

シニアゴルフ大会
日時＝10月26日㈪ 午前8時から
会場＝長太郎カントリークラブ（奈土）
対象＝市内在住で、昭和41年12月31日
（グランドシニアの部は昭和26年12月
31日）以前に生まれた男子アマチュア

参加費＝3,000円（プレー費は別途）
女子市民ゴルフ大会
日時＝11月9日㈪ 午前8時から
会場＝大栄カントリー倶楽部（横山）
対象＝市内在住・在勤の女子アマチュア
参加費＝2,000円（プレー費は別途）
※くわしくは市アマチュアゴルフ協会事
務局（☎22-1251、日曜日は除く）へ。

リサイクル製品の販売
掘り出し物を見つけよう

　販売される製品は丁寧に修理されてい
ます。まだ使える物を有効活用しません
か。
日時＝9月17日㈭〜20日㈰ 午前9時〜
午後4時

会場＝リサイクルプラザ
リサイクル製品＝自転車、家具類
価格（1点当たり）＝5,000円以内
対象＝市内在住で品物を持ち帰ることが
できる人（希望者には建物1階までの
運送を有料で行います）

申込方法＝運転免許証などの本人確認が
できる物を持って、リサイクルプラザ
にある申込用紙を提出

抽選日＝9月23日㈬（当選者にはがきで
通知）
※マスクをしていない人は入場できませ
ん。また、混雑の状況によっては入場
を制限する場合があります。申し込み
のなかった品物は23日の午後1時か
ら即売します。くわしくはリサイクル
プラザ（☎36-1000、祝日は除く）へ。

スマートフォンで読む「広報なりた」

専用アプリを無料でダウンロードできます。
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育休代替任期付職員
一般行政職・保育士など

募集人員
◦一般行政職…5人程度
◦技術職建築…若干名
◦保育士…3人程度
◦言語聴覚士…若干名
任期＝おおむね6カ月～2年半
受験資格
◦一般行政職、技術職建築…平成14年
4月1日までに生まれた人

◦保育士…保育士の資格（本市に係る国
家戦略特別区域限定保育士の資格を含
む）を持つ人

◦言語聴覚士…言語聴覚士の資格を持つ
人

試験案内・申込書の配布場所＝人事課
（市役所3階）、市ホームページ（http 
s://www.city.narita.chiba.jp/bo 
shu/index0644.html）

申込方法＝9月23日㈬（当日消印有効）
までに申込書を直接または郵送で人事
課（〒286-8585 花崎町760）へ

試験日＝10月1日㈭
会場＝市役所議会棟3階第三委員会室
※くわしくは同課（☎20-1505）へ。

もりんぴあ名画座
アメリカ西部劇の名作を

日時＝9月27日㈰ 午後2時〜4時
会場＝もりんぴあこうづ
上映作品＝駅馬車
定員と入場料＝50人（先着順）・無料
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは同館（☎27-5252、第4月
曜日は休館）へ。

チョークアート教室
色鮮やかな作品を

日時＝10月4日㈰ 午前10時〜正午
会場＝三里塚コミュニティセンター
内容＝専用のチョークでボードに絵を描
き、指で混ぜ合わせて色を付ける

定員＝10人（先着順）
参加費＝1,000円（材料費）
※申し込みは9月29日㈫までに同セン
ター（☎40-4880、9月21日を除く月
曜日、9月23日㈬は休館）へ。

陸・海・空の自衛官
平和を守る仕事

防衛大学校（推薦・総合選抜・一般）
応募資格＝高卒（見込みを含む）で21歳
未満の人（推薦は校長の推薦などが別
途必要）

受付期間＝9月5日㈯〜11日㈮（一般は
10月22日㈭まで）

防衛医科大学校医学科・看護学科
応募資格＝高卒（見込みを含む）で21歳
未満の人

受付期限＝10月7日㈬（看護学科は10月
1日㈭まで）
※くわしくは自衛隊成田地域事務所（☎
22-6275）へ。

手作りのクリスマス展
自信作を出品しよう

　12月5日㈯〜25日㈮にスカイタウン
ギャラリーで開催される、クリスマスを
テーマとした手作り作品展に出品しませ
んか。
規格＝布製・陶製・粘土・絵画などのク
リスマスに関連した作品で、1人10点
まで

応募方法＝10月1日㈭〜11月20日㈮の
午前9時〜午後5時に文化芸術センター
または同センターホームページ（http: 
//www.narita-bungei-skytown.
jp）にある出品票に必要事項を書い
て、直接・FAX・Eメールのいずれか
で同センター事務室（スカイタウン成
田4階 FAX22-7311 Eメールinfo@
narita-bungei-skytown.jp）へ。後日、
指定された日に作品を自己搬入する
※くわしくは文化芸術センター（☎20-
1133、月曜日は休館）へ。

バウンドテニス体験教室
室内で気軽に楽しめる

日時＝10月16日㈮・30日㈮ 午後6時30
分〜9時

会場＝市体育館
対象＝小学生以上（小学生は保護者同伴）
定員＝各20人（先着順）
参加費（1回当たり）＝100円（保険料）
持ち物＝運動のできる服装、上履き、飲
み物、ラケット（貸し出しあり）
※申し込みは各開催日の3日前までに市
レクリエーション協会事務局（スポー
ツ振興課・☎20-1584）へ。

会計年度任用職員
保育園で

職種＝①保育士②看護師
応募資格＝業務に意欲的に取り組める人
（学生不可。①保育士の資格を持つ人
②看護師または准看護師の資格を持つ
人）

募集人員＝①10人程度②3人程度
業務内容＝①乳幼児の保育②園児の健康
管理、乳幼児保育の補助

勤務期間＝10月1日〜3月31日
勤務日時＝月〜土曜日（祝日を除く） 午
前8時30分〜午後5時（時間外勤務あ
り。短時間勤務も可）

勤務場所＝市立保育園
時給＝①1,270円〜1,320円②1,400円
〜1,440円（金額は職務経験年数に応じ
て決定。市規定に応じて期末手当あり）

応募方法＝9月15日㈫（当日消印有効）
までに写真を貼った履歴書を直接また
は郵送で保育課（市役所2階 〒286-8 
585 花崎町760）へ。後日、面接日を
通知します
※くわしくは同課（☎20-1607）へ。

期日＝9月5日㈯・6日㈰・12日㈯・
13日㈰・19日㈯・20日㈰・21
日（月・祝）・22日（火・祝）・26
日㈯・27日㈰

区間と時間
◦薬師堂〜成田山総門前（鍋店角）
…午前11時〜午後4時
※くわしくは成田市観光協会（☎
22-2102）へ。

表参道の交通規制

 「広報なりた」

市ホームページで閲覧できます。
http://www.city.narita.chiba.jpURL

PDF版・電子ブック版

募　集募　集
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　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

日曜祝日診療機関
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）

10120-24-1130

成田市医療相談ほっとライン
専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

ダイヤル回線からは☎043-242-9939、
午後7時〜翌午前6時・年中無休

☎♯8000
こども急病電話相談

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）

急病診療所

※�症状や年齢によって対応が難しい場合も
ありますので、事前に連絡してください。

☎27-1116

受付日時 診療科目
毎日（休診日なし）
午後7時〜10時45分

内　科
小児科

日曜日、祝日、振替休日、8月13日
〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

内　科
小児科
外　科

祝日（日曜日を除く）、振替休日、8月
13日〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

歯　科

献血にご協力ください
【イオンモール成田】
9月5日㈯・6日㈰・11日㈮〜13日㈰・
22日（火・祝） 午前10時〜11時45分、午
後1時〜4時30分

【市役所】
9月25日㈮  午前10時〜11時45分、午
後1時〜4時
※�都合により変更になる場合があります。
くわしくは千葉県赤十字血液センター
千葉港事業所推進課
（☎043-241-8332）
へ。

保 健 イ ン フ ォ メ ー ョシ ン

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人

こころの健康相談（予約制）
（治療中の人は除く）

9月 7日㈪ 午後1時15分〜
3時 カウンセラー・保健師

9月16日㈬ 午後1時15分〜
2時30分 精神科医師・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象

こころの発達相談（予約制） 9月 8日㈫ 午前9時〜
11時50分

心理発達に心配のある乳幼
児

　市では、午前9時〜午後4時30分に子ども館・三里塚コミュニティセンター・もりんぴあ
こうづの一部を市内在住の乳幼児と保護者が自由に遊べる場「なかよしひろば」として開放
しています（各施設の休館日を除く）。

なかよしひろばみんなおいでよ
！

●母親学級（予約制）…主に初めて母親に
なる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその
家族が対象
　※�日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月ま
での赤ちゃんが対象
　※�赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳

別冊内）を健康増進課へ送付。

　各なかよしひろばは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を行った
上で運営しています。
　絵本の読み聞かせや身体測定、子育てに関する相談などは随時行っていま
すので、各なかよしひろばへ問い合わせてください。

問い合わせ先
○子ども館（なかよしひろば）
　…☎20-6300
○三里塚コミュニティセンター
　（三里塚なかよしひろば）
　…☎37-3922
○もりんぴあこうづ
　（公津の杜なかよしひろば）
　…☎27-7300

※�新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止・延期となった「赤ちゃん
相談4・10カ月、1歳6カ月児・3歳児健診、2歳児歯科健診」の対象者には、
後日案内を送付します。なお、身体計測（身長・体重）、個別相談は予約制
で実施しています。くわしくは健康増進課へ。
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乳がん検診
休日も受けられます

　乳がんについて啓発する活動「ピンク
リボンキャンペーン」が世界規模で行わ
れます。
　日本では、女性の9人に1人が乳がん
になるといわれています。この機会に検
診を受診してみませんか。
　公津の杜メディカルクリニックや保健
福祉館では、休日も乳がん検診を行って
いますので利用してください。
公津の杜メディカルクリニック
　予約は不要です。マンモグラフィー検
査のみ実施しています。
日時
◦月・水・金曜日…午前9時30分〜11
時30分、午後3時30分〜5時

◦火・木・土曜日…午前9時30分〜11
時30分

保健福祉館
　受診には予約が必要です。受診方法な
どについては市ホームページ（https://
www.city.narita.chiba.jp/kenko_f 
ukushi/page268500.html）で確認し
てください。
日時＝9月11日㈮・14日㈪・29日㈫、10
月2日㈮・14日㈬・31日㈯、11月10
日㈫・19日㈭・21日㈯・25日㈬、12
月4日㈮・13日㈰・21日㈪〜23日㈬
…午前8時30分〜午後3時20分（12月
13日・22日は午後2時50分まで）
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

成田赤十字病院公開健康講座
前立腺がんについて学ぶ

日時＝9月19日㈯ 午後2時〜3時30分
会場＝赤坂ふれあいセンター
テーマ＝前立腺がんの診断と治療
講師＝吉田一樹さん（同病院泌尿器科副
部長）

定員＝30人（先着順）
参加費＝無料
※当日の検温とマスクの着用にご協力を
お願いします。申し込みは同病院社会
課（☎22-2311 内線7502）へ。

精神保健福祉ボランティア養成講座
障がいのある人の支え手に

　障がいを経験している人の体験談や精
神科医の説明などを聴き、心の病と精神
障がいについて学んでみませんか。
日時（全3回）とテーマ・講師

会場＝保健福祉館
定員＝18人（市内在住で全回参加できる
人を優先に先着順）

参加費＝無料
※申し込みは9月23日㈬までにボラン

ティアセンター（☎27-8010）へ。

手話学習会
中途失聴者・難聴者のための

日時＝9月5日㈯ 午後1時30分〜4時
会場＝佐倉市中央公民館
参加費＝無料（初めての人はテキスト代
1,200円）
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは千葉県中途失聴者・難聴者
協会印旛事務所（☎047-432-8039 F 
AX043-461-6533）へ。

地区敬老会
中止のお知らせ

　毎年、各地区で開催している地区敬老
会は、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止のため中止となりました。
　対象者や関係者の皆さんのご理解とご
協力をお願いします。
※くわしくは成田市社会福祉協議会（☎
27-7755）へ。

フードドライブ
余っている食品を募集

　フードドライブは、家庭や企業などで
余っている食品を持ち寄り、生活に困っ
ている人に寄付する活動です。
　この機会に家庭内の食品を整理し、も
らったり買い過ぎてしまったりした物が
あれば持ってきてください。
募集期間＝9月14日㈪〜10月30日㈮
受付場所＝成田市社会福祉協議会（保健
福祉館内）、暮らしサポート成田（商工
会館1階）

募集内容＝穀類（米・麺類など）、缶詰、
レトルト・インスタント食品などで、
次の全てに当てはまる物
◦未開封
◦賞味期限まで2カ月以上ある
◦常温で保存できる
※くわしくは成田市社会福祉協議会（☎
27-7755）へ。

こんにちは赤ちゃん事業
助産師が訪問します

　市では、生後4カ月までの赤ちゃんが
いる家庭を対象に助産師などが訪問し、
子育てに関する不安や悩みに助言を行う
「こんにちは赤ちゃん事業」を実施してい
ます。
　現在、新型コロナウイルス感染症の影
響などにより、生後4カ月までに訪問を
受けられなかった家庭に対しても行って
います。
　赤ちゃんが生まれたら、母子健康手帳
別冊に付いている「赤ちゃんお誕生連絡
票」を直接または郵送で健康増進課（保健
福祉館内 〒286-0017 赤坂1-3-1）へ
提出してください。ちば電子申請サービ
スを使って提出することもできます。
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

9月24日㈭
午後2時〜4時

生きづらさを抱えな
がら街で暮らすという
こと・佐々木孝美さん
（精神保健福祉士）

9月30日㈬
午後2時〜4時

心の病と精神障がい
について・佐藤茂樹さ
ん（成田赤十字病院精
神神経科顧問）

10月7日㈬
午後1時30分
〜4時

発症により得たこと
や失ったこと・波田
野真嶺さん（憩いのサ
ロン ピアサポーター）
事業所で活動するボ
ランティアについて・
大島真理子さん（成田
市あじさい工房施設
長）



1 火 ⃝防災の日（P2）
⃝シェイクアウト訓練（午前10時30分・市内）

2 水

3 木

4 金

5 土 ⃝表参道の交通規制（P17）⃝献血（P18）

6 日 ⃝救急医療週間（P6）⃝献血（P18）

7 月【白露】⃝こころの健康相談（P18）

8 火 ⃝こころの発達相談（P18）

9 水 ⃝救急の日（P6）

10 木 ⃝自殺予防週間（P7）⃝下水道の日（P9）

11 金 ⃝警察相談の日（P10）⃝献血（P18）

12 土 ⃝献血（P18）

13 日 ⃝献血（P18）

14 月 ⃝フードドライブ（P19）

15 火

16 水

17 木 ⃝もの忘れ相談（P4）
⃝リサイクル製品の販売（P16）

18 金

19 土 ⃝スポーツツーリズムフェス（P15）
⃝成田赤十字病院公開健康講座（P19）

20 日

21 月【敬老の日】

22 火【秋分の日】⃝献血（P18）

23 水

24 木 ⃝ふれあいコンサート（P15）
⃝精神保健福祉ボランティア養成講座（P19）

25 金 ⃝献血（P18）

26 土 ⃝わくわく感謝デー（午前8時・成田市場）

27 日
⃝お月見タペストリーを作ろう（P16）
⃝もりんぴあ名画座（P17）
⃝ミニSLの運行（午前10時・栗山公園）

28 月

29 火 ⃝千葉県移動美術館（P15）

30 水
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C a l e n d a r

＊�日曜開庁は午前8時30分〜午後5時15分。市民課（20日は、マイナンバーカー
ド関連業務停止）、保険年金課、市民税課、資産税課、納税課、子育て支援
課の一部の業務のみ

＊�新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが中止になる場合が
あります。くわしくは各ページの問い合わせ先へ

　人口････ 132,666人　	（−212）
　男･･･････ 66,314人　	（− 97）
　女･･･････ 66,352人　	（−115）
　世帯数･･･ 63,537世帯	（−144）

　今年の夏は例年より梅雨明けが遅く、涼しい期
間が長くなりましたが、梅雨が明けると連日のよ

うに熱中症警戒アラートが発令されました。感染症を予防するためのマ
スクの着用は大切ですが、常にマスクをしていると、体に熱がこもった
り、息苦しさで心拍数や呼吸数などが上昇し、体に負担が掛かったりし
て、熱中症のリスクが高まるそうです。熱中症を防ぐには、小まめな水
分補給や人との距離を保ってマスクを外すのが効果的。今後も厳しい残
暑が続くそうなので、外出するときは引き続き熱中症対策にも気を配り
ましょう。

編集後記

新型コロナウイルス感染症対策に
関する相談窓口

なりた地域応援プレミアム付商品券・ 
成田市高齢者支援商品券について

なりた地域応援プレミアム付商品券に関すること
◦商品券専用ダイヤル
　☎20-1611（平日の午前8時30分〜午後5時15分）
成田市高齢者支援商品券に関すること
◦高齢者福祉課
　☎20-1537（平日の午前8時30分〜午後5時15分）
取扱店舗の登録に関すること
◦成田市商品券事務局
　☎043-201-6328（平日の午前9時30分〜午後5時30分）

感染しているかもと思ったら
◦印旛健康福祉センター（印旛保健所）成田支所
　☎26-7231（平日の午前9時〜午後5時）
　FAX 26-4760

感染症に関する問い合わせ先
◦健康増進課
　☎27-1111（平日の午前8時30分〜午後5時15分）
◦成田市医療相談ほっとライン
　10120-24-1130（24時間年中無休）
◦千葉県の電話相談窓口
　☎0570-200-613（24時間年中無休）
◦厚生労働省の電話相談窓口
　10120-565653（午前9時〜午後9時） 
　FAX 03-3595-2756

事業者向けの相談窓口
◦中小企業金融・給付金相談窓口（経済産業省）
　☎0570-783183（午前9時〜午後5時）

☎／市外局番の記載のないものは「0476」です

＊8月24日時点の情報です。


